






要約:小児の栄養と運動が骨発育に及ぼす影響を明らかにするために小学校児童を対象に

超音波骨評価装置を用いて横断的に検討した。その結果骨量を表すと考えられる

SOS(Speed of Sound)は女児低年齢ではカルシウム摂取量と有意な正の相関を示した。ま

た、男児では運動量との間に正の相関を認めた。一方健康小児ボランティアを対象として

カルシウム補充を行った。1年間の骨塩量増加率はカルシウム補充で有意に高値であった。

介入効果について骨塩量が頂値に到達する時期まで、さらに例数を増やして観察する予定

である。


